
青少年センター（教育委員会内に設置）で

は７月２２日（土） ２３日（日）の２日

間、川上公園で開催された「のぼりべつ夏祭

り」で、青少年指導委員や先生方と連携し

ながら特別巡回を実施しました。

子どもたちの安全を確保する特別巡回は、

９月の「手づくり祭り」でも実施しています。
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夏祭り会場での巡回



○

  

                                                                                                                             

  

全国どこの学校で教育を受け

ても、一定の教育水準が確保で

きるよう、各教科の目標や内容

などを文部科学省が定めている

もので、教科書や学校での指導

内容の基になるものです。

－２－

新しい学習指導要領による教育活動が小学校では
平成３２年から、中学校では平成３３年から始められま
す。本年度は、その内容等について各学校へ「周知」す
る年になっています。この機会に、授業時数を中心に、
その概要をお知らせします。

学習指導要領とは

１年８５０、２年９１０時間

現在の

中学校

〇小学校中学年で「外国語活動」を導入

○小学校高学年で 「外国語科」を導入

３年 ９４５時間

４・５・６年 ９８０時間

１～３年 １０１５時間

知識及び技能の習得と思考力、判断力、表現力等の

育成のバランスを重視する現行学習指導要領の枠組み

や教育内容を維持した上で、知識の理解の質をさらに高

め、確かな学力を育成する。（改正の概要より）

○１・２年生は増減なし

〇３・４年生は３５時間増

～「外国語活動」の３５

時間が増えたため

〇５、６年生も３５時間増

～外国語活動は３５時間

減だが、「外国語科」

が７０時間増えたため

４・５・６年 １０１５時間

現行 学習指導要領 新 学習指導要領

今回の改訂は、急速に変化し予測不可能な

未来社会において自立的に生き、社会の形成

に参画する力を育てることを目指しています。

＜学習指導要領公示に関わる文部科学大

臣談話より一部抜粋＞

マージ先生 コージ先生

１～３年 １０１５時間

小学校

１年８５０、２年９１０時間

３年 ９８０時間

氏 名 Umezawa Koji Aidan
ウメザワ コージ エイデン

出身地 カナダ オンタリオ州

オタワ

趣 味 ①料理②ハイキング

で景色を見る③映画

鑑賞（コメデー、アク

ション）

氏 名 Lee Marjonette A
リー マージョネット エー

出身地 アメリカ カリフォル

ニア州 イーストヴ

ェール

趣 味 ①人物画や動物の

絵を描く②読書

③バドミントン

新たな教科等について

※ 道徳は、小学校では

平成３０年度から、中学

校では平成３１年度から

「特別の教科である道徳」

として実施されます。



  

               

－３－

栄養教諭の食育授業登別市では、「北海道教育の日」（１１月１日）に合わせ、
１０月２８日（土）～１１月１１日（土）までのおよそ2週間、

「教育ふれあいウイーク」を開催します。この期間は、市内の
全小中学校が授業や各種教育活動を市民に公開します。

今年は、「教育フォーラム」も開催します。この機会に、是
非、現在の学校の様子を参観したり教育について考えたり

してみませんか。

日 時 １０月１４日（土）

２０日（金）

場 所 市民会館 1 階廊下

○ 登別中学校 １０月２２日（日）

○ 幌別中学校 １０月２９日（日）   

○ 緑陽中学校 １１月 ５日（日）

「教育ふれあいウイーク」 の開催

＜１０月 ２８日 （土 ）＞
幌別西小 ・道徳・ケータイ安全教室（3 時

間目～保護者向けの説明もあり
ます）

幌別東小 ・「早寝、早起き、朝ごはん」
に関わる授業・認知症サポー
ター養成講座・「駒踊り」練習

青葉小 ・教科の授業
鷲別小 ・教科の授業・食育の授業
若草小 ・道徳・じゃがいも収穫祭
登別小 ・教科の授業・道徳（全校～3  

時間目）
富岸小 ・教科の授業・道徳
緑陽中 ・教科の授業

＜１１月 １１日 （土 ）＞
○幌別小 ・道徳・修学旅行報告会

幌別中 ・教科の授業・全校道徳（２～
３時間目）

西陵中 ・教科の授業・道徳
鷲別中 ・進路学習・総合的な学習の時

間の交流
登別中 ・命を大切にする授業・「熊舞」

引継ぎ

土曜授業公開

＜グループ協議＞
地域と学校が取り組んでいる成果を

確かめるとともに、小中一緒にどんな

ことをしてほしいか話し合います。

日 時 １１月６日（月）
１７：３０開場１８：３０開演

会 場 登別市民会館大ホール

講 師 人間性脳科学研究所

          所長 澤口俊之 氏

演 題 「 夢をかなえる脳 」         

何時間目にどの授業を実施するのかなど、詳細については、学校までお問い合わせください。

このほかにも各学校では学芸会や地域との交流など様々な教育活動の公開が予定されています。

各学校とも１時間目～3 時間目までの
授業公開です。１時間目の授業開始時刻
はおよそ８時３０分、３時間目の授業終
了時刻はおよそ１１時３０分です。

日○○時  平成２９年１１月１日（水）   

１８：００～１９：４０

会○○場  登別市民会館中ホール

参加対象 どなたでも参加できます。

基調提言  「地域とともにある学校づくり」

（ 教育委員会より ）

※ 現在の登別市の教育はもちろんのこと、国
の教育施策についても理解を深める絶好の機
会です。多くの市民の皆さんの参加をお待ち
しています。



               

学校名 活動の名称 活 動 の 概 要

青 葉   

小学校

あいさつ運動
朝の挨拶で一日を清々しくさわやかに過ごすことにより、いじ

め防止につなげる。高学年の率先した挨拶により、低学年にも
挨拶が定着した。児童会・三役・生活委員会が主体で実施。

全校遊び
新体力テストで課題となった種目をもとに、児童会・体育委

員会で遊びを考え全校縦割り班で実施。全校のきずなの深ま
りと体力の向上を目標に、学期に１回程度実施予定である。

若 草

小学校

長縄記録会
体育委員会で企画し、全校児童が参加する。当日はもちろ

ん、朝練習や中休みの練習などを通し、                  
温かい交流がなされるようになった。

道徳の授業の充実により、道徳的な判
断力・心情・実践意欲に裏打ちされた行             
動が見られるようになった。

鷲 別

小学校

あいさつ運動
強化習慣には、しっかり挨拶ができた児童に児童会がシール

を渡すなどの工夫を通し、全校のコミュニケーションが深まって
いる。 （毎月１日と１５日に実施。強化週間は７月と２月）

交流内容の検討・運営等は児童会で行う。１年と６年、２年と
４年、３年と５年といった異学年の組み合わせで鬼ごっこなどを
行い、全校児童が仲よく楽しく交流できるよう工夫している。

富 岸
小学校

あったか富岸小運動 いじめのない学校づくりのため、すべての専門委員会で活
動を企画し、全校児童で「思いやりの心や言葉」を大切にする  

活動を進めている。（ ６～７月、８～９月、１１～１２月 ）
＜学級委員会＞あったかサインラリー  ＜図書委員会＞あ

ったか図書コーナー設置等、全校的に温かい人間関係をつく
る活動を実施し、児童や保護者から高い評価を受けている。

鷲 別

中学校

朝のあいさつ運動
全校生徒の望ましい人間関係づくりのため、毎日、生徒会が

玄関に立ち、朝の挨拶をする。今年は、１年生独自の取組もな
され、挨拶の輪が全校的に広がってきている。

生活向上集会
５月に全学年を対象に生徒会がいじめ実態把握のアンケー

トを実施。その結果をもとに、集会で「いじめを許さない」「いじ
めはあってはいけない」等の呼びかけを行う。

西 陵
中学校

毎日、生徒会や生活専門委員、教師が生徒玄関で挨拶を行った。
自由参加の形で挨拶の輪の広がりを工夫したり、小学校と合同で実施
したりすることで、学校全体が挨拶し合える温かい雰囲気となった。

各学級で「いじめに気づく」というテーマの道徳授業を行った
後、全校集会で「いじめをなくすため」のメッセージカードを個人で作
成。最後に全校生徒分を合わせて特大のポスターを完成させた。

前号に引き続き、市内各小中学校での「いじめをなくす」取
組について紹介します。

小中学校ともに「いじめが発生してからでは遅い。」という
認識の下、未然防止に力を入れた「いじめをなくすための啓発
活動」や「望ましい人間関係の育成」を中心に、全校をあげて
その根絶のための取組を進めています。

市内各小中学校の「いじめをなくす」取組

楽しい休み時間 （幌別西小）

道徳教育の充実

なかよし
スポーツタイム

－４－

長縄記録会の様子

いじめ撲滅集会

あいさつ運動



         

  

  第５９回登別市 PTA 連合会研究大会が胆振

西部 PTA 連合会の研究大会を兼ね、８月２０日

（日）若草小学校を会場に開           

催され、川村学園女子大学

名誉教授 斎 藤 哲 瑯 氏

による講演会が行われました。

『子どもの生活経験の現                

状 ～ 地域、家庭の変

容と子どもの発達～ 』

という演題で、北海道教育委員会作成の資料

「生活習慣と学力向上の関係」も交えながら、家

庭における子どもたちへの望ましい関わり方を中

心に話が進められました。

－５－

学校給食展は、地場産品を活用した特別メニ
ューの提供や、納品業者による商品の紹介など
を通し、多くの皆さんに学校給食に対する理解
を深めていただくために実施しています。

給食センターでは、日ごろから安

心・安全な給食の提供を第一に考え業

務を推進しています。同時に、「食育の

授業の推進」や ｢学校給食展の開催｣と

いった事業にも取り組んでいます。

「朝食の大切さ」の授業 （幌西小）試食会の様子納品業者の商品紹介

教育委員会の学校教育グループと連携して
各小学校に栄養教諭を派遣し、子どもたちに栄
養バランスや生活リズムの大切さ等を伝える
える「食育の授業」を実施しています。

○徹底した衛生管理

○良質な食材の選定
○「和食の日」の献立創設

○新鮮な食材の確保を目
指した地産地消の推進

登別市ＰＴＡ連合会研究大会     
胆振西部ＰＴＡ連合会研究大会

参加者からの声

・これから帰って、何か楽しいこと
をしたいと思います。指示せずに、
子どもに考えさせたいと思います。

・いろいろな経験をさせたいという理
想。しかし、中学になると部活、勉強
と時間のない現実。実際は、なかなか
難しいことも多いと感じました。

・事故防止、危険回避の観点から禁止ば
かりが増え、子どもの自立のための経
験がどんどん少なくなる現状に、いつ
も疑問を感じていました。今日の講演
を聞き、少し勇気が出てきました。

斎藤哲瑯 氏



登別小学校の

土曜授業

登別小学校では、家庭や地域との連携・協働を目指した学校運営の推進の一つとし

て土曜授業を実施し、家庭や地域に広く公開しています。その中で、ふるさと農園の

収穫祭、全学級の道徳授業の一斉公開、ＯＭＢ（おにっこマーチングバンド）の定期

演奏会など、特色ある教育活動の一端を広く公開しています。

ジャガイモを収穫後、畑の
先生から、いももちなどの料
理も教えてもらいます。

ふるさと農園収穫祭

６年生にとっては２年間の取
組の集大成となります。（写真
は、地獄祭りでの演奏）

道徳の授業一斉公開

「考えて議論する」道徳の
授業づくりの研修・実践の成果
を土曜授業で公開します。

ＯＭＢ定期演奏会

教育委員会の動き

教育相談電話（いじめ・不登校 等）  ８５－００８５（月～金） ９：００ ～ １７：００

－６－

〇第３回 教育委員会〇

日 時 平成２９年６月２９日（木）

報告第３号 平成２９年第２回登別市

議会定例会一般質問につ

いて

報告第４号 平成２９年度教科用図書

第１０採択地区調査委員

の委嘱に係る臨時代理に

ついて

〇第４回 教育委員会〇

日 時  平成２９年７月２７日（木）

議案第６号 平成２８年度教育行政事

務の管理執行状況の点

検・評価に係る学識経験

者の活用及び選任について

〇第５回 教育委員会〇

日 時 平成２９年８月２４日（木）

報告第５号 平成２９年度教科用図書

第１０採択地区教育委員会

協議会採択結果について

本年度の教科書の展示を見る市民（6/23）
れた


